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は じ  め  に

「がん」の代表的な治療法には、がんを切り取ってしまう「手術猿法J、抗がん斉1で

治猿する「化学療法」、そして体の外からあるしヽま中から放射線をあてる「放射線治療」

という3つの大きな治療法があります。「放射線治療」は、高エネルギーX線などを

用いて、病気を手術で取ってしまうことなく治療することのできる効果的な方法です。

今回、主治医の先生とよくご相談なさって「放射線治療」(単独あるいは抗がん斉1

との併用)を選択されました。

「放射線治療」を始めるにあたっては、適切な部位に放射線をあてるため綿密な

準備が必要です。放射線をあてる部位が決まれば、治療は放射線を発生する大きな

装置のある部屋で、お一人で受けていただくことになります。放射線治療そのものは

痛くも熱くもありませんが、放射線をあてている間(3～5分程度)は動かないように

してください。治療中はスタッフが別の部屋でテレビカメラを通して見守っていますので、

′b口こなさらないでください。

治療回数が追むと、治療する部位によっていろいろな副作用が出てきます。この

パンフレットでは、これからあなたが受けられる放射線治療について、「どんな治療なの

か」、「どんなことに注意したらよいのか」、「どんな副作用がおこるのか」「副作用が

起こったときにはどうすればよいのか」といった点について、できるだけわかりやすく説

明してあります。このパンフレットを読んで、ど自分が受けられる放射線治療について

理角そしていただき、治療を受ける前に持っておられた疑問や不安が少しでも和らげる

ことができましたら幸いです。

治療中にわからないことがありましたら、放射線治療室のスタッフに遠慮なさらずに

尋ねてください。病気を克】Rするぞという気持ちをずっと持ち続けることができますよう、

我々治療スタッフもできるだけのお世話をさせていただきます。
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放射線治療を受けられる方ヘ

一口〔］
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放射線療法科

放射線治療技術科

―〕―



-3-

°
■ユ韻士聖

｀
獣とr々｀灘Xギ`,o聡シヽ■)学宅朝=1早軒]陣騨O

じ撃ユ中②を
｀
0留翠野難摯翠】Cf]1平年ウ■亨整r,部暗w

°
■=■ヽ)ツ景瞥n撃コ塩杉⑫〉多▼平業I甲専｀

々椎母幸
｀
★枠率

耶
｀
や早孝
｀
★鉛亨
｀
幸ル〉?ユ(1評幸ヨF,ユ日や

｀
字脅酔軍マ彰迎

朝0ウ｀
ユ,Hサ001は脅マ●｀

ギ10平llや暫彰、“獣格W②官°
OFaユ

02悠“γ慨軸老■年El澤賠率f,E12/t亨｀
ユ⑫平n二宰>ッ景脅景=4

堺指W引常ギ1鉛〒
｀
】Aヽ】nユウ脅平宰7¥雫)、γ母寺干騨敗率

下4?灘指I

1骨軍土nギ翌摯寧El郵野骨ユこ('1ユ`C辞

。
qfn軍宰、4

)●部理】ユイラ?年E`lOF?ヤ脅)]lelll¥暫さγ普峰｀
“幸E,(1警軒ユTttγ景ツ曜｀

担醒P

]1じ+｀】AヽCコ挙ぱ、A早土酵誉軒ユ脅景彰騨堅♀ユ7Pttγマ粕学nttnt42マ平ィrシAヽユC

]=1鼎導
｀
マ書砕皿岬′`ユ0■軍命RCt)・置マF'3r)不E母宰

早ユar■｀
モヒスィY率写tttW

°
■ユ0早Oq学〉評平Aヽ翔証「)、16

‐
lR率出サt聖

｀
平年E`B目0普写【▼`年ウヤ脅14挙?難叫摯↑旨W脅平lt Pf`ll洛4ムト々イ0官

⌒

命
●      ●



放射線治療とは

あなたの病気を治すのに効果的な、放射線 (X線、ガンマ線、電子線のいずれか)を使った

治療です。波射線は目に見えず、体にあたっても何も感じませんが、病気の細胞を死減させる

作用を持っています。

放射線は、病気にも正常細胞にもいったんは同じようにダメージを与えます。病気の細抱は

放射親によるダメージから回復する能力に欠けますが、正常の細砲は放射線によってダメージ

を受けても、そのダメージから回復する力を持っています。この回復の差は、放射線を少しずつ

毎自分けてかけることによりさらに大きな開きとなります。これは放射線生物学のもっとも大きな

成果で、病気に与えるグメージはそのままにして、正常の臓器への影響を減らします。ですから、

及射線をかけてし,ゴらくすると、病気の細胞より正常細地が生き残ります。もし、1回で大量の放

射線を力Wチてしまうと、正常細胞が回復する時間がないので、回復の差は表に出ません。何回

にも分けて放射線をかけることによって、徐々にこの差が広がっていくのです。もちろん、あまり

間隔を置きすぎると、病気の細胞が少し回復してきます。このため、1回にどれくらいかけて、間

隔をどのくらいにするか、全部でどのくらいかけたらいいかなどを、あなたの病気に合わせてス

ケジュールを組むことが、とても大切になってきます。

しかし、病気の種類によっては、毎日に分けて放射線を力W)なくてもよい場合力`あります。放

射線を少しずつかけるのは、正常の臓器を守るためですが、放射線をかける範囲に守らなけ

ればならない重要な臓器 (腸、脊髄など)がない場合には、細かく分けなくても治療ができること

があります。このときは、1回に多くの波射線を力Wすたり、1日に午前と午後の2回放射線をかけ

たりします。このように、放射線治療では病気の種類に応じて最もふさわしいスケジュールを立

て、可能な限りこのスケジュールを守っていただくことが、病気を治すポイントになります。

放射線照射の方法

放射線治療には、大きくわけて体の外から放射線を力Wする外部照射と、体の中に放射線の

出る物質を入れて、体の中から放射線をかける内部照射があります。治療する部位や深さによ

って治療医があなたに最適な方法を選択します。
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《治療計画のポイント》

治療計画はベッドに寝てから、印を付けるまで通続して行います。治療計画は照射範囲が

表からわかるように、皮膚へEPを付けるのが目的です。時間が少しかかりますが、この間できる

だけリラックスして動かないでいて下さい。体の痛みなどで、長い時間同じ姿勢力`できない場合

には、前もって遠慮なくおっしゃって下さい。工夫をしながら行います。治療計画でつけた印は、

これからの波射線治療にとても重要です、ご自分で消したり、書いたりなさらないで下さい。皮

膚に付けた印が人目にふれたり、インクが衣服や布団に付いて汚れる場合があります。申し訳

ありませんが我慢をお願いします。

3.放射線を照射する

及射線治療室は(o3)番の部屋です。治療を受けられる方は、待合いホールの椅子でお待

ち下さい。準備ができましたら担当技師が、お呼びします。

CTシミュレータ

(放射線を照射する部位を決める装置)

高エネルギー放射線照射装置

(実際に放射緑を照射する装置)

治療計画装置による治療部位の立体(3D)図

|
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